
工事の受注者も決まっ
て、 いよいよ工事開始で
すね！！

今、 業者が決まったのに
まだやることがあるの？って
思ったでしょう!?

どうして
分かったの?

安全管理？
そんなに事故が起き
やすいんですか？

? 
どうしてで
すか？

残念! 工事が完成するま
で、 我々はズーーーっと気が
抜けないんです！

それはですね、工事が始まっ
たら、 その進捗や品質の
管理が必要ですし、 何よ
り安全管理が大事だから
です。

そうです!!
工事中に一度事故が起きると、 事故

に巻き込まれた方の犠牲だけじゃなく、 事
故原因を明らかにしてその安全が確認できる
までは工事を再開することが出来なくなるの
で、 工事全体の遅れにも繋がるんです！

これから気が
抜けませんね。

工事が予定通りに進

むよう、 受注者に指

導しないといけないし…

ガリマさん！

はい！

きちんとした物を作って

もらえるようチェックもし

ないといけないし…

業者さんが決まっ
たのにまだすること
があるの…？
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そうですよ。 治山工事はもともと崩れや

すい地盤の上で工事を行いますし、 作

業は斜面上がほとんどで、 平地でのビル

建設よりもリスクが高いんです。

安全に対して厳しい日本

でも、 毎年斜面対策工

事中の事故が後をたたず、

死亡事故や重大事故が

発生しています。

死亡事故も…

怖いですね。

例えばどうい

うことをする

んですか？

インドではよく

見かけますね…

ヘルメットも！

手袋も！！

これが現場作業の基

本の格好です！！

それじゃダメな

んです！！

肌をむき出しにし

てはダメ！安全靴

もちゃんと履い

て！！

だから！

受注者と発注者両方が協力し

て事故のリスクを下げる努力を

しなければならないんです！

まずは身なりから！

こういう格好で作業をするなん

て、 治山工事の現場ではもって

のほかです！

ぎ
ゃ
ー

や
め
て
ー

も
ー‼

フ
ー

そ
れ
っ
ぽ
い
で
す
ね

!!

ノーヘルメット ↓

ヘルメット ↓

素手 →

手袋 →

← 半袖

長袖 →

半ズボン →

長ズボン →

サンダル →

安全靴 →

どんっ
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ヘルメットはかぶればいいわけではありません。

あご紐をとめていないのは倒れたときに脱げてしまいます！！

逆さにかぶるのはあご紐をしめていないより悪いです！！

日本では、 ヘルメットの素材の強度やつく

りについて厚生労働省が基準を作成してお

り、 認定されたヘルメットの使用が勧められて

います。 また、 ヘルメットはプラスチックの劣化

があるので、 使用期限が決まっていて、 未使

用品でも数年で使用不可になります。

日本製のヘルメットは、 中

に発泡スチロールのクッション

も入っているんですね。

作業しにくそう

ですが…

作業しやすさより命の

方が大事ですね…

まっすぐ深くかぶり、 あご紐をしっ

かりと締めなければ、 いざという

時にヘルメットの機能が効かない

のです。

さらに、

高所作業をするときは、

安全帯の使用も絶対

欠かせません。

でも、うっかりバランスを崩したときは、

命に関わりますよ。

危ない！！
ギ
ャ
ー
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ペ
チ
ャ

どんっ

危ない！！

落石だ！！
装備を整えるのは、 危険な芽を少し

でも摘み取っておくための手段です。 

せっかく安全のために作られた装備で

すから、 正しく使用して効果を発揮

させないと勿体無いじゃないですか？

しかし、 装備は安全対策の補助を

するものであって、 一番必要なのは

作業をする人の意識なんですよ。

人の注意不足による事故の発生を減らすのは

大変です。 日本では施工業者は安全管理責任

者を決め、 その人を中心にして、 毎日作業前に

朝礼を行ったり、 作業を行う人たちが遭遇したリ

スクを他の人と共有したりします。

工事が安全に進

むためには、 こうい

うことも必要なん

ですね。

注意すれば

防げる事故

も多いという

ことです。

確かにそのとおり

ですね。

と言いますと？

ク
チ
ャ

横からすみません。

ガリマさんは安全管理は工事を発注する

前にもう始まっていることは知っていますか？

工事が始まる

前って、 どういう

ことですか？

作業前の朝礼

適度な休憩

掲示板の設置
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さっき治さんも言っていたように、 治山工事は崩れた

土地や崩れやすい土地の上で行う工事ですから、 通常

の工事と比べて事故が起きやすいと考えた方がいいで

しょう？ その事故を我々が設計する段階で想定し、 事

故のリスクを減らせる工事内容や工事の進め方を考え

れば、 受注者も助かるでしょう？

このように、 どこをどの順番で

どのように工事していくか、 設計

の段階でしっかり考えないと、 工

事が途中でストップしてしまうこと

もあるんですよ。

考えたこともなかったです。

安全に工事を進めるためには設

計当初からきちんと考えて置か

ないといけないんですね。

設計の時に？

そうですよ。

基本的な考え方

としては…

何も問題がなければ、コ
スト面を考えても上から
順に工事を進めるの
が理想的です。

上から石や土砂が落ちる可能
性があるので、上下作業は禁
止です。 工事計画を建てる
時は、上下作業になら
ないよう考えます。

もし下方に動かせない保全対
象がある場合は、その対象を
保護する対策工をしてか
ら上の斜面の作業を行
います。

保全対象が、移設することが
できる道路の場合は、道路を
安全な場所へ移すことを計
画の中に盛り込むこと
もあります。
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1

3

2

そうですよ。 設計者はこのことを踏ま

えて、 設計書を作成する時に実施計

画というものも作ります。

プロジェクトのモデルサイトのものを見ても

らえると分かりやすいと思います。

さらに、 工事中は上部からいつ落石

があるか分からないので、 道路には交通

誘導員を配置して、 時間を決めて通

行止にする実施計画を作成しています。

そこまでするんで

すか？

上斜面が崩れやすい急斜面に

なっているサイトですね。

１  通行の安全を確保するために
① 現在の道路を川側に移す。
② 写した道路に防護壁を設置する。

３ 作業中の落石や、作業員
の落下の衝撃を減らすため
に、防護柵を架設する。

２ 資材を斜面上部に安全に運ぶために
モノレールを設置する。

現
在
の
道
路

新
し
く
作
成

す
る
道
路

｝｝

1 3

2

写真提供
©近畿中国森林管理局　
　奈良森林管理事務所
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私も話したい…

私も話したい…

当然です。

安全に工事を進められないような工事を、

請負者に頼むことはできませんからね。

これらの対策に必要な経費も、 設計の段

階で見込んで実施計画を立てます。

そうすれば、 業者は適切な安全対策を行う

経費を見込んで応札することができるでしょ

う？

絶対に実施計画どおりにすすめないといけ

ないワケじゃないですよ。

受注者側の技術や判断で変更することも

あります。

受注者側も

独自の安全対策をする

ことも多いですね。
お金も手間もかかりそう

ですねー。

そうですね。

お金も手間もかかります。 　

でも、 私は工事は人命第一であるべきだと思い

ます。

そのためには、 正確な

調査をもとに設計を

行うことも当然必要

ですし、

受注した業者が安全対策を十

分にできるよう、 設計の時に手

順や予算を見込むことも、 設計

者の義務でしょう。

さっき話した防護柵についても

ネットを設置する場合もあれば、 金網等を使用

することもあります。

これがその実施計画図ですね。

受注者はこれに沿って工事を進め

るんですね。
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ヒヤリ!

ハッ !

些細な出来事
(ヒヤリハット）

重大な事故

軽微な事故

１つの重大事故の背景には 29 の軽微な事故があり、さらにその背景には 300 のヒヤリハッ
ト（「ヒヤリ」や「ハッ」とする些細な出来事）が存在するという法則です。

ハインリッヒの法則

素晴らしいですね！

そんな色々な思いが込められた設計図なん

て、 私感動してしまいました！！

我 、々 修行が足

りませんでしたね
うむむ…

いやー、 技術者として当

然のことですよー。

ライバル多し…

1

29

300

ハインリッヒの法則は、アメリカの損害保険会社に勤めていたハーバード・ウィリアム・ハインリッ
ヒが 5000 件以上の事故事例をもとに導き出し、1928 年に発表した統計的な経験則です。全ての重大
事故に当てはまる法則ではありませんが、些細な出来事、軽微な事故が頻発する現場では、重大な事

故が起こる要因が多く潜
んでいるとも言え、日頃
からの注意が重大事故の
発生を抑えるカギとなる
のです。
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